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初夏の季節の校舎

●学校経営の概要

【目指す学校像】

希望を生む感動体験がある学校

居心地のよい安全・安心な学校

【子どもに向けた学校教育目標】

①「あいさつ」がいっぱい

②「ありがとう」がいっぱい

③「とくい」がいっぱい

④「えがお」がいっぱい

【目指す子ども像】

〇明日や未来に希望をもつ子ども

感動体験を重ね、未来をしなやかに生きる「たくましさ」を育む。

〇自他を大切にする子ども

思いやりのある「豊かな心」を育む。

〇進んで学び、運動する子ども

人生を拓く「確かな学力」、活力にあふれる「健やかな体」を育む。

【目指す教師像】

○子どもに愛情をもって接する教師

教育は、子どもを愛することから始まる。

共感的理解に基づいて指導する教師。

積極的、組織的に困っている子の相談にのる教師。

○子どもに感動体験を与えられる教師

児童数 ３１１人[５月１日現在]

学級数 １５（特３含む）学級

職員数 ３９人

学 校 教 育 目 標

心豊かで ともに学ぶ たくましい子の育成

～希望を生む感動体験と安全・安心な学校生活に根ざして～



明るい学校であるために、いつも元気で明るい教師。

感動体験の場を積極的に設ける教師。

主体性を大切にし、自己決定、自己選択の場を与えられる教師。

○凡事徹底（当たり前のことが確実に徹底してできる教師）

法令順守、学習規律の指導、報告・連絡・相談・確認を確実に行う教師。

●学校の特色

（１）異学年交流の遊びの時間である「大室タイム」（月１～２回：昼休み）、清

掃活動、なかよし集会等を通して、異年齢集団の児童が思いやりの気持ちを

もち、よさを認め、励まし合う人間関係づくりを図る。

（２）研究主題を「思いや考えを伝え合う子どもの育成」とし「伝えあいを通して自

他の考えを広げ・深める道徳」の実現を目指した授業づくりに取り組む。

（３）日課表の工夫やミニタイム（１５分）を活用し、読書指導や学習指導の充実

を図る。

（４）学校だより、ホームページ、授業参観、教育ミニ集会、学校評議員会議の開

催等を通して、家庭・地域とともに歩む学校づくりに努める。

（５）地域学校協働本部活動による地域の方々や保護者ボランティアの協力を得て、

学習支援・環境支援・英語学習環境づくり支援等を進めている。地域人材を

学校教育に積極的に生かし、地域に根ざした魅力溢れる学校づくりを行う。

（６）大ちゃんおうえん団、地域防犯ボランティア団体、地域住民の協力を得て、

交通安全指導及び不審者への対応を図る。

１年生を迎える会

運動会

大室タイム


